






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年齢（数え） 出　立 帰　洛 行　先 備　考
11歳 寛政2年（1790）10月16日 寛政2年11月6日 大坂堺八尾等
　　　　モト
謾@と姉始君と同道にて。
17歳 寛政8年（1796）2月10日 寛政8年4月15日 関東参向
18歳 寛政9年（1797）8月17日 寛政9年8月晦日 大坂堺




31歳 文化7年（1810）4月7日 文化7年4月24日 播州姫路本徳寺 親鷺550回御遠忌修行。
36歳 文化12年（1815）3月4日 文化12年5月6日 関東参向
東照宮200年神忌のため流例のように日
�ﾐ参。
38歳 文化14年（1817）2月7日 文化14年2月15日 大坂下向
44歳 文政6年（1823）3月11日 文政6年5月6日 北国越後下向
親鶯旧跡順拝。この時、信州善光寺へも
Q詣。
48歳 文政10年（1827）4月10日 文政10年4月晦日 大坂堺下向
厳如が新門主の時、同道して関東へ参向。


























79歳 安政5年（1858）3月10日 安政5年4月12日 大坂下向
て、親鷺600回御遠忌を修行した。その
ｽめ、達如・厳如が下向。同年4月12日、
達如は東殿へ還御。
※『大谷嫡流実記』（平松令三編『真宗史料集成』7、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－101一
同朋舎、1976年）をもとに作成。
【図1】天保九年西本願寺門跡広如関東参向行列の図
供
を
引
き
連
れ
た
長
蛇
の
行
列
に
て
東
海
道
を
進
む
様
相
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
行
程
と
、
道
中
で
多
く
の
講
中
の
人
々
が
一
行
を
送
迎
す
る
状
況
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
関
東
参
向
に
関
し
て
は
、
『
広
如
　
　
　
　
　
（
7
）
上
人
芳
績
考
』
の
天
保
九
年
条
に
も
「
九
年
二
月
上
人
江
戸
二
如
キ
。
帰
路
名
古
屋
・
黒
野
・
岐
阜
・
福
井
・
吉
崎
・
及
ヒ
長
沢
等
ヲ
巡
化
シ
。
閏
四
月
　
　
　
　
　
　
（
8
＞
二
至
テ
帰
山
ス
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
2
　
歴
代
束
本
願
寺
門
跡
に
よ
る
名
古
屋
御
坊
立
ち
寄
り
　
次
章
に
て
、
天
保
四
年
二
八
三
三
）
に
実
施
さ
れ
た
達
如
と
新
門
宝
如
（一
ｪ
＝
二
～
四
一
）
の
関
東
参
向
に
あ
た
り
、
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
っ
た
際
の
状
況
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
そ
れ
以
前
の
関
東
参
向
に
お
い
て
門
跡
が
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
っ
た
際
の
状
況
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。　
元
禄
七
年
（
エ
ハ
九
四
）
、
一
六
世
一
如
（
一
六
四
九
～
一
七
〇
〇
、
在
位
…
一
六
七
九
～
一
七
〇
〇
）
と
新
門
真
如
（
一
六
八
二
～
一
七
四
四
、
在
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9
）
－
一
七
〇
〇
～
四
四
）
が
関
東
参
向
し
て
い
る
。
元
禄
七
年
二
月
八
日
に
、
新
門
真
如
が
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
を
う
け
、
一
如
・
真
如
は
、
登
城
し
て
御
礼
挨
拶
す
る
た
め
、
同
月
二
十
六
日
に
関
東
参
向
へ
出
立
し
た
の
で
あ
る
。
三
月
十
三
日
に
登
城
を
果
た
し
、
帰
路
で
あ
る
同
年
四
月
十
～
十
二
日
、
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
門
跡
に
よ
る
名
古
屋
御
坊
へ
の
立
ち
寄
り
の
最
初
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
一
行
は
総
勢
五
〇
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
（
『
御
坊
由
緒
記
』
）
。
名
古
屋
藩
士
で
あ
る
朝
日
重
章
の
日
記
『
鵬
一102一
む
ろ
う
ち
ゅ
う
き
鵡
籠
中
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
、
多
く
の
人
々
が
群
集
し
、
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
お
り
、
気
絶
し
て
し
ま
う
老
人
や
、
押
し
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
赤
ん
坊
も
い
た
と
い
う
。
ま
た
御
剃
刀
を
受
け
た
者
が
二
日
間
（
十
～
～
十
一
日
）
で
七
〇
〇
人
余
り
も
い
た
。
尾
張
藩
二
代
藩
主
徳
川
光
友
（
一
六
二
五
～
一
七
〇
〇
）
の
み
な
ら
ず
、
家
老
・
老
中
や
奉
行
・
同
心
な
ど
に
ま
で
、
門
跡
か
ら
音
信
物
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
日
間
で
七
〇
〇
両
余
り
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
　
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
二
月
、
一
七
世
真
如
は
関
東
参
向
へ
出
立
し
（
1
0
）
た
。
帰
路
の
同
年
四
月
七
日
、
名
古
屋
御
坊
に
立
寄
っ
て
い
る
。
『
鵬
鵡
籠
中
記
』
の
著
者
は
、
東
本
願
寺
門
跡
の
通
行
に
際
し
て
、
群
集
し
て
多
額
の
審
銭
を
上
納
す
る
人
々
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
四
日
、
達
如
は
関
東
参
向
へ
出
立
し
、
帰
路
の
四
月
二
十
六
～
二
十
七
日
に
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
状
況
が
尾
張
藩
士
で
あ
る
猿
猴
竜
（
高
力
種
信
、
一
七
五
六
～
一
八
三
一
）
の
執
筆
し
た
『
絵
本
富
加
美
草
』
や
『
東
御
坊
繁
昌
図
会
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
絵
本
富
加
美
草
』
に
は
、
御
坊
に
群
集
す
る
人
々
を
描
い
た
挿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
絵
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
東
御
坊
繁
昌
図
会
』
も
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
　
　
こ
の
は
る
　
　
ご
ほ
ん
ざ
ん
こ
も
ん
し
ゅ
と
う
か
ん
　
　
お
も
む
　
　
　
た
ま
　
　
　
　
き
き
ゃ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
し
ょ
　
　
此
春
ハ
御
本
山
御
門
主
東
関
に
趣
か
せ
給
ひ
し
帰
京
の
つ
い
で
、
当
所
　
　
　
ほ
う
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
　
　
こ
と
　
　
う
づ
き
す
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ち
　
　
に
宝
輿
を
と
ゴ
め
さ
せ
給
ふ
事
、
四
月
末
の
⊥
ハ
日
、
七
日
の
二
ヶ
日
な
　
　
　
え
ん
き
ん
　
　
し
ん
ぞ
く
　
　
け
や
く
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
　
ほ
ん
だ
う
　
か
わ
り
　
　
　
　
　
か
り
　
　
り
。
遠
近
の
信
俗
を
化
益
し
給
は
ん
た
め
、
兼
て
本
堂
の
代
と
し
て
仮
　
　
　
か
う
ろ
う
　
　
あ
る
　
　
ほ
そ
ど
の
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く
　
　
う
ち
　
　
み
　
す
　
　
の
高
楼
、
或
は
行
廊
等
を
も
い
と
な
ミ
、
幕
を
打
、
翠
簾
を
か
け
、
さ
　
　
　
　
さ
う
ご
ん
　
　
　
　
　
は
い
れ
い
　
　
だ
う
そ
く
な
ん
に
よ
ぐ
ん
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
ま
く
に
荘
厳
せ
り
。
拝
礼
の
道
俗
男
女
群
詣
の
さ
ま
た
と
ふ
る
に
物
　
　
　
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
こ
ん
　
　
さ
く
じ
　
ば
　
　
じ
ぎ
や
う
な
し
。
此
う
ち
廿
七
日
の
夕
つ
が
た
、
再
建
の
作
事
場
、
地
行
の
て
い
　
　
れ
き
ら
ん
　
　
た
ま
　
　
よ
し
　
　
　
　
　
　
た
う
と
　
　
　
　
　
つ
ぶ
さ
　
　
　
し
る
　
　
　
　
　
そ
の
に
ぎ
や
い
を
も
歴
覧
し
給
ふ
由
、
い
と
も
尊
け
れ
ば
具
に
ハ
誌
さ
ず
。
其
賑
合
の
ひ
ゃ
く
　
い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
で
　
　
と
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
ん
ぬ
百
が
一
を
あ
ら
は
し
て
筆
の
留
り
と
ハ
な
し
畢
。
　
干
時
文
化
十
二
年
乙
亥
初
秋
下
旬
尾
逢
左
猿
猴
蕎
図
之
「
印
」
再
建
中
で
あ
っ
た
名
古
屋
御
坊
で
は
、
仮
の
高
楼
や
渡
廊
を
つ
く
り
、
幕
を
張
り
御
簾
を
か
け
る
な
ど
荘
厳
を
し
た
。
そ
こ
に
は
門
跡
を
一
目
で
も
拝
み
た
い
と
押
し
寄
せ
る
道
俗
男
女
が
群
集
し
た
と
い
う
。
ま
た
門
跡
は
、
再
建
の
作
事
場
や
地
築
の
様
子
も
視
察
し
て
ま
わ
っ
た
。
門
跡
に
と
っ
て
も
御
坊
を
支
え
る
多
く
の
人
々
と
接
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一一
黶A
V
保
四
年
（
日
八
三
三
）
達
如
・
新
門
宝
如
の
関
東
参
向
－
名
古
屋
御
　
　
坊
へ
の
立
ち
寄
り
l
l
　
天
保
三
年
春
の
関
東
参
向
へ
向
け
て
　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
二
月
十
九
日
、
東
本
願
寺
は
京
都
所
司
代
の
松
　
す
け
も
と
平
資
始
へ
、
天
保
三
年
春
に
関
東
参
向
を
行
い
た
い
と
願
い
出
た
。
そ
の
目
的
は
次
の
二
点
で
あ
る
と
い
う
。
（
1
）
新
門
宝
如
が
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
二
十
三
日
に
得
度
し
、
　
　
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
四
日
に
大
僧
正
へ
転
任
し
た
事
の
御
礼
　
　
と
報
告
。
（
2
）
文
政
十
年
五
月
十
日
に
再
建
事
業
を
進
め
て
い
る
東
本
願
寺
へ
、
飛
一103一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
州
御
林
か
ら
の
材
木
が
着
木
し
た
。
そ
の
材
木
を
拝
領
し
た
こ
と
の
御
　
　
礼
を
伝
え
る
。
　
こ
れ
ま
で
新
門
が
得
度
し
た
際
、
翌
年
に
参
向
す
る
旧
格
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
門
が
幼
い
こ
と
や
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
東
本
願
寺
が
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
延
引
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
今
回
願
い
出
て
い
る
。
参
向
願
い
を
受
け
取
っ
た
京
都
所
司
代
は
、
幕
府
（
老
中
）
へ
届
け
出
て
判
断
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
仰
ぎ
、
返
答
を
受
け
て
、
許
可
し
た
。
　
と
こ
ろ
が
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
一
月
末
、
新
門
宝
如
の
持
病
が
再
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
し
た
た
め
延
引
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
得
度
と
大
僧
正
転
任
を
済
ま
せ
た
宝
如
が
将
軍
へ
挨
拶
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
す
る
今
回
の
関
東
参
向
に
お
い
て
、
延
期
は
い
た
し
か
た
な
か
っ
た
。
2
　
天
保
四
年
春
の
関
東
参
向
実
施
－
往
路
に
お
け
る
名
古
屋
近
辺
通
行
の
　
　
状
況
－
　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
一
月
十
四
日
、
当
春
に
延
引
さ
れ
て
い
た
両
門
の
関
東
参
向
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
往
路
は
東
海
道
、
帰
路
は
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
曽
路
を
通
行
す
る
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
天
保
四
年
二
月
七
日
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
関
東
へ
向
け
て
発
輿
し
た
。
翌
八
日
に
は
、
近
江
国
水
口
藩
を
通
過
し
た
模
様
で
、
同
藩
に
お
い
て
大
庄
屋
を
つ
と
め
た
山
村
氏
が
記
し
た
日
記
の
同
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
条
に
「
今
日
東
本
願
寺
江
戸
御
下
向
御
通
行
在
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
中
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
も
東
本
願
寺
門
跡
一
行
の
行
列
は
印
象
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
往
路
で
は
天
保
四
年
二
月
十
二
日
に
名
古
屋
近
辺
を
通
行
し
た
。
尾
張
藩
士
で
あ
る
画
家
の
歌
月
庵
喜
笑
（
小
田
切
春
江
、
一
八
一
〇
～
八
八
）
が
著
し
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
名
陽
見
聞
図
会
』
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
国
桑
名
（
三
重
県
桑
名
市
）
か
ら
尾
張
国
佐
屋
（
愛
知
県
愛
西
市
佐
屋
）
ま
で
の
三
里
は
引
船
で
移
動
し
た
。
そ
の
際
、
途
中
で
船
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
近
在
の
門
徒
の
力
に
よ
り
無
事
、
佐
屋
の
港
へ
着
船
し
た
。
そ
し
て
佐
屋
街
道
か
ら
名
古
屋
御
坊
の
近
隣
で
あ
　
　
　
ふ
る
わ
た
り
る
府
下
古
渡
（
名
古
屋
市
中
区
古
渡
町
）
ま
で
に
は
、
門
跡
を
拝
し
よ
う
と
す
る
老
若
男
女
の
門
徒
が
、
織
・
提
灯
を
立
て
連
ね
て
群
が
っ
た
。
献
上
品
で
あ
る
金
銭
を
台
に
並
べ
た
そ
ば
で
、
袴
を
着
用
し
て
門
跡
一
行
を
迎
え
る
者
も
い
た
。
畑
に
鑓
を
敷
い
た
り
松
が
根
に
腰
掛
け
て
門
跡
一
行
を
見
物
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
る
人
々
は
数
万
人
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
　
ま
た
長
蛇
の
列
を
な
し
て
万
場
川
を
渡
る
門
跡
一
行
の
様
子
が
、
挿
絵
【
図
2
】
と
文
章
に
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
雑
人
は
船
橋
に
て
渡
り
、
門
跡
ら
は
二
艘
の
船
で
、
側
仕
え
の
人
々
は
番
付
し
た
幟
を
立
て
た
船
数
艘
で
渡
っ
た
。
門
跡
一
行
の
通
行
場
所
に
は
、
道
の
両
脇
に
竹
で
柵
（
ま
せ
が
き
）
を
作
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ち
そ
う
　
　
お
ん
は
た
う
ば
幕
・
幟
・
提
灯
な
ど
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
。
波
止
場
に
は
「
御
馳
走
　
御
波
祷
場
い
わ
つ
か
岩
塚
村
」
と
書
か
れ
た
高
札
が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
夜
に
入
っ
て
か
ら
の
到
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
着
の
た
め
、
多
く
の
松
明
で
一
帯
が
煙
々
と
照
ら
し
出
さ
れ
た
。
　
こ
う
し
て
門
跡
一
行
は
、
一
路
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
江
戸
滞
在
中
、
三
月
十
八
日
に
は
上
野
の
寛
永
寺
、
翌
十
九
日
に
は
芝
の
増
上
寺
と
、
徳
川
家
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
菩
提
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
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“
叢
轟
瀞
劇
素
　
ヤ
ん
参
琴
，
ー
豪
り
轟
蕎
亀
賀
幾
を
・
簿
論
塗
・
轟
蜘
妻
考
．
獣
塞
奪
虜
　
陥
穣
騨
ラ
禽
峯
鹸
ー
灘
燃
》
藁
議
饗
警
誕
蘇
　
な
め
ヌ
タ
　
　
ラ
勘
湛
際
穐
騰
蟻
饗
瀬
　
篠
藩
糞
潅
難
薯
響
繍蝿繍締
灘
熱
．
叢
難
難
難
鱗
難
懸
蕪
灘
蕪
難
蕪
騰
難
欝
難
難
懸
懸
難
、
職
難
鍵
難
難
譲
…
難
灘
難
懸
・
灘
羅
灘
藩
瀬
難
費
ぞ
峯
器
翻
階
蓬
等
塗
　
隷
講
．
慈
鱒
、
志
毒
ー
誉
簸
融
摯
藁
酵
凝
凝
諭
奮
鑑
瞳
噸
磯
蕎
嬬
潔
嚇
霧
愚
遷
　
　
　
鍛
嵩
警
灘欝難
　　　ニもんしゆお　とほF）のひ　まんぱがわこんさっ
【図2】御門主御通行日万場川混雑のてい（『名陽見聞図会』）
3
　
帰
路
に
お
け
る
行
程
の
紆
余
曲
折
　
三
月
二
十
六
日
、
門
跡
一
行
は
江
戸
を
発
輿
し
た
。
帰
路
は
木
曽
路
を
通
行
し
た
。
三
月
二
十
四
日
付
で
、
門
跡
一
行
の
供
か
ら
の
書
状
に
て
名
古
屋
御
坊
に
立
ち
寄
る
可
能
性
も
模
索
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
立
ち
寄
り
は
無
い
も
の
と
し
て
取
り
計
ら
う
よ
う
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
京
都
着
は
四
月
十
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
五
日
の
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
御
嶽
宿
（
岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
町
）
に
い
る
門
跡
達
如
か
ら
、
尾
張
藩
寺
社
奉
行
所
へ
次
の
よ
う
な
内
容
の
書
簡
が
届
け
ら
れ
た
。
当
初
、
名
古
屋
御
坊
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
）
へ
は
新
門
が
立
ち
寄
り
、
達
如
自
身
は
岐
阜
御
坊
へ
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
急
遽
、
新
門
が
岐
阜
御
坊
へ
向
か
い
、
達
如
が
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
「
兼
而
門
徒
共
よ
り
種
々
申
立
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
件
々
之
化
導
」
を
し
た
い
た
め
と
し
て
い
る
。
4
　
疑
念
騒
動
　
こ
の
門
徒
ら
が
申
し
立
て
て
い
る
内
容
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
訴
え
で
あ
る
。
東
本
願
寺
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
京
都
大
火
に
よ
っ
て
堂
宇
を
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
再
建
が
成
就
し
た
も
の
の
、
多
額
の
借
財
が
残
り
、
文
化
十
年
（
一
八
＝
二
）
に
は
二
十
五
万
両
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
借
財
返
済
が
香
樹
院
徳
龍
（
一
七
七
二
～
一
八
五
八
）
と
近
江
国
「
康
」
（
野
洲
）
の
浄
満
寺
ら
に
命
じ
ら
れ
た
。
諸
国
へ
演
説
に
回
り
、
門
末
へ
懇
志
上
納
を
依
頼
し
、
文
化
十
年
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
ま
で
に
二
十
五
万
両
を
返
済
し
た
。
そ
の
後
の
三
年
間
に
も
一
類
の
者
が
法
談
に
回
り
、
十
一
一105一
万
両
取
り
集
め
た
。
し
た
が
っ
て
合
計
三
十
六
万
両
を
集
め
た
の
だ
が
、
二
十
五
万
両
は
借
財
返
済
に
、
一
万
両
は
家
中
一
同
の
給
付
に
あ
て
た
も
の
の
、
残
り
十
万
両
が
使
途
不
明
で
あ
っ
た
。
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
下
間
治
部
卿
を
は
じ
め
と
す
る
重
役
の
者
が
横
領
し
た
と
い
う
噂
で
あ
り
、
門
末
が
騒
ぎ
立
て
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
文
政
⊥
ハ
年
（
一
八
二
三
）
、
再
び
東
本
願
寺
の
堂
宇
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
再
建
を
願
う
諸
国
の
門
徒
か
ら
、
次
々
と
材
木
や
金
銀
が
上
納
さ
れ
た
が
、
重
役
を
は
じ
め
と
す
る
悪
人
土
ハ
が
ま
た
も
や
横
領
し
て
い
る
と
知
り
、
尾
張
名
古
屋
の
門
末
が
幕
府
へ
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
訴
え
ら
れ
た
相
手
方
は
、
下
間
治
部
卿
や
川
那
部
帯
刀
を
は
じ
め
と
す
る
東
本
願
寺
家
来
の
重
役
や
寺
内
な
ど
の
僧
侶
、
本
願
寺
家
来
と
し
て
作
事
方
を
つ
と
め
る
俗
人
、
さ
ら
に
は
学
僧
の
香
樹
院
徳
龍
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
東
本
願
寺
家
臣
を
訴
え
た
人
々
を
「
疑
念
同
行
」
「
疑
念
講
中
」
な
ど
と
称
し
た
。
一
方
、
尾
張
の
門
末
に
は
、
東
本
願
寺
役
人
ら
を
擁
護
す
る
「
取
持
世
話
方
同
行
」
も
い
た
。
「
疑
念
同
行
」
か
ら
す
れ
ば
、
「
本
山
不
正
之
役
人
」
と
馴
染
み
合
い
、
私
腹
を
肥
や
そ
う
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
す
る
人
々
で
あ
る
。
以
上
が
疑
念
騒
動
と
言
わ
れ
る
事
件
の
概
要
で
あ
る
。
屋
御
坊
へ
の
立
ち
寄
り
は
控
え
る
べ
き
と
名
古
屋
御
坊
輪
番
へ
返
事
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
東
本
願
寺
へ
伝
え
よ
う
と
し
た
使
僧
が
世
話
方
同
行
に
よ
っ
て
名
古
屋
御
坊
へ
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
騒
動
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
。
そ
し
て
当
初
は
立
ち
寄
り
の
予
定
で
な
か
っ
た
が
、
中
津
川
宿
か
ら
、
急
遽
立
ち
寄
り
が
決
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
疑
念
門
徒
数
万
人
が
御
嶽
宿
ま
で
向
か
い
、
「
こ
れ
ま
で
の
本
山
に
よ
る
不
審
な
行
動
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
ま
ま
で
は
、
名
古
屋
御
坊
へ
の
立
ち
寄
り
を
認
め
が
た
い
。
」
と
直
訴
し
た
。
一
方
の
世
話
方
同
行
も
御
嶽
宿
に
参
集
し
、
双
方
の
同
行
が
数
日
間
逗
留
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
つ
い
に
尾
張
藩
の
寺
社
方
・
勘
定
方
両
奉
行
所
の
取
り
計
ら
い
に
よ
っ
て
、
門
跡
か
新
門
が
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
り
、
「
不
審
之
条
々
」
に
つ
い
て
教
諭
す
る
と
の
門
跡
の
証
札
を
疑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
念
門
徒
へ
渡
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
一
同
は
引
き
取
っ
た
。
　
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
『
名
陽
見
聞
図
会
』
に
は
「
御
嶽
宿
ま
で
御
出
あ
り
し
に
、
疑
念
・
取
持
の
両
同
行
に
道
を
さ
さ
へ
ら
れ
て
、
直
に
京
都
へ
御
帰
り
も
な
ら
ず
、
先
名
古
屋
懸
所
へ
御
立
寄
に
き
ハ
ま
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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5
　
御
嶽
宿
で
の
混
乱
　
天
保
三
年
十
二
月
、
東
本
願
寺
か
ら
尾
張
藩
に
対
し
て
、
関
東
参
向
の
た
め
領
国
通
行
す
る
こ
と
と
、
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
天
保
四
年
正
月
、
尾
張
藩
は
疑
念
騒
動
が
未
解
決
の
段
階
で
あ
る
た
め
、
参
向
の
た
め
の
通
行
の
み
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
が
、
名
古
6
　
尾
張
藩
に
よ
る
規
制
　
門
跡
一
行
の
通
行
が
決
定
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
領
主
の
尾
張
藩
は
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）
に
入
り
す
ぐ
の
段
階
で
、
触
書
を
二
日
と
七
日
に
度
重
ね
て
出
し
て
い
る
。
七
日
の
触
書
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
　
　
東
本
願
寺
両
門
主
関
東
参
向
帰
路
二
付
、
門
主
旅
中
遠
方
迄
も
泊
懸
等
二
而
出
迎
候
義
ハ
不
可
然
旨
、
頃
日
相
触
候
処
、
此
節
多
人
数
相
越
、
道
中
筋
お
ゐ
て
幕
な
ど
を
打
、
目
立
候
様
二
仕
懸
ケ
、
種
々
之
義
申
触
、
人
気
騒
立
候
哉
之
風
聞
有
之
候
、
尤
前
以
相
触
置
候
事
二
付
、
右
躰
之
儀
ハ
有
之
間
敷
歎
二
候
へ
共
、
若
風
聞
之
趣
二
而
者
以
之
外
不
博
之
儀
二
候
間
、
所
役
人
頭
立
候
者
共
之
内
、
早
速
中
山
道
宿
々
之
内
え
相
越
、
其
所
々
孟
相
越
居
候
者
等
有
之
候
ハ
、
早
速
連
寄
候
様
可
致
候
、
但
、
居
村
篤
と
吟
味
せ
し
め
、
道
中
筋
え
門
主
出
迎
等
二
罷
出
候
者
無
之
候
ハ
、
、
其
段
以
書
付
早
々
可
相
達
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
社
奉
行
所
　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
御
勘
定
奉
行
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
奉
行
所
右
之
通
在
町
東
本
願
寺
門
徒
共
え
相
触
之
候
間
、
一
宗
寺
院
お
ゐ
て
も
、
右
書
面
之
趣
篤
と
相
心
得
、
寺
中
之
輩
井
男
女
召
仕
二
至
迄
不
洩
様
可
申
通
辞
候
、
若
中
山
道
宿
々
之
内
え
相
越
候
者
も
有
之
候
ハ
、
早
速
連
戻
候
様
可
致
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
社
奉
行
所
　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
御
勘
定
奉
行
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
奉
行
所
中
山
道
の
宿
々
ま
で
門
跡
一
行
を
迎
え
に
赴
く
も
の
が
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
連
れ
戻
す
よ
う
に
、
と
い
う
。
疑
念
騒
動
に
よ
る
混
乱
を
危
惧
し
て
尾
張
藩
が
触
書
を
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
現
実
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
『
名
陽
見
聞
図
会
』
に
は
「
さ
れ
バ
七
日
6
毎
日
御
門
主
御
迎
ひ
の
人
々
、
此
府
下
孟
も
霧
し
く
出
て
、
み
た
け
の
道
筋
ハ
す
き
間
も
な
き
賑
合
也
。
掬
、
御
嶽
の
近
辺
ハ
食
物
も
な
き
程
の
騒
動
な
り
し
由
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
御
嶽
宿
周
辺
の
混
乱
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。
　
四
月
十
二
日
付
の
書
状
に
て
、
御
嶽
宿
を
出
発
し
た
後
、
新
門
宝
如
は
す
ぐ
に
岐
阜
御
坊
（
真
宗
大
谷
派
岐
阜
教
区
東
別
院
）
へ
向
か
う
も
の
の
、
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
跡
達
如
は
名
古
屋
御
坊
へ
立
ち
寄
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
一　107一
門
跡
一
行
を
遠
方
ま
で
泊
ま
り
掛
け
な
ど
で
出
迎
え
る
こ
と
、
道
中
筋
で
幕
な
ど
を
打
ち
立
て
て
目
立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
特
に
、
7
　
名
古
屋
御
坊
へ
の
立
ち
寄
り
1
歓
迎
す
る
人
々
1
　
つ
い
に
四
月
十
三
日
、
門
跡
達
如
は
名
古
屋
御
坊
へ
入
輿
し
た
。
往
路
に
は
名
古
屋
御
坊
（
「
掛
所
」
）
へ
門
跡
の
立
ち
寄
り
が
な
か
っ
た
た
め
、
帰
路
に
は
ぜ
ひ
と
も
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
と
願
う
人
々
も
名
古
屋
周
辺
に
は
多
く
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
御
坊
に
は
お
び
た
だ
し
い
人
々
が
群
集
し
た
。
本
堂
で
門
跡
か
ら
じ
か
に
御
剃
刀
を
う
け
た
人
は
一
八
〇
人
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
挿
絵
【
図
3
】
に
あ
る
よ
う
に
、
人
々
は
「
十
一
日
御
花
講
」
「
愛
知
郡
惣
同
行
中
」
「
枇
杷
島
講
中
」
な
ど
、
講
・
同
行
中
ご
と
の
幟
を
立
て
て
迎
え
た
（
『
名
陽
見
聞
図
会
』
）
。
こ
の
よ
う
に
門
跡
へ
示
そ
う
と
し
た
講
・
同
行
中
と
い
う
在
り
方
が
、
門
徒
に
と
っ
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
幹
と
し
て
の
存
在
形
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
8
　
疑
念
騒
動
の
鎮
静
化
　
名
古
屋
御
坊
で
は
、
疑
念
門
徒
の
惣
代
か
ら
「
願
意
之
ヶ
条
書
」
が
門
跡
へ
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
一
覧
し
た
上
で
、
門
跡
達
如
は
今
回
の
騒
動
が
「
役
人
の
不
行
き
届
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
帰
京
し
た
上
で
す
ぐ
に
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
＞
す
る
。
」
と
返
答
し
た
。
『
名
陽
見
聞
図
会
』
に
は
「
扱
、
此
度
、
疑
念
・
取
持
の
入
組
し
事
、
此
節
二
至
り
て
も
皆
済
ハ
せ
ず
。
但
し
少
し
静
ま
る
と
い
へ
り
。
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
疑
念
騒
動
で
混
乱
し
て
い
た
名
古
屋
に
お
い
て
、
門
跡
達
如
が
御
坊
へ
立
ち
寄
っ
て
騒
動
の
解
決
へ
向
け
た
対
応
を
約
束
し
た
こ
と
で
、
一
定
の
鎮
静
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
解
決
へ
は
至
ら
な
か
っ
た
模
様
で
≒
et・1
　
蒙
ヴ福
　
受
t3・
存
“
認
踏
挙
讃
獣
、
が
・
寧
・
ゑ
や
義
…
又
こ
岬
濠
彊
〉
黛
侮
、
壕
，
妻
風
き
b
4
客
、
二
轟
・
ー
ザ
．
得
鳶
秀
写
曽
嫉
端
季
掌
茎
塗
塵
・
杢
謝
噌
勇
構
嚢
阪
、
羨
乙
籔
．
曜
爵
　
毒
L
　
撃
義
、
　
　
、
翼
騰
慧
蛭
．
愈
麹
入
、
」
　　　　1，ttLゆしう　よ
【図3】御門主　輿（『名陽見聞図会』）
細
轟
轡
灘
一108一
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
四
月
二
十
三
日
、
門
跡
達
如
・
新
門
宝
如
の
一
行
は
よ
う
や
く
帰
洛
し
た
。
名
古
屋
御
坊
へ
急
遽
立
ち
寄
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
よ
り
到
着
は
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
疑
念
騒
動
の
渦
中
に
あ
っ
た
名
古
屋
で
は
、
門
跡
一
行
の
御
坊
立
ち
寄
り
を
歓
迎
す
る
人
々
と
、
拒
否
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い
た
。
門
末
が
二
分
す
る
騒
動
が
起
こ
り
、
東
本
願
寺
教
団
や
門
跡
の
権
威
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
事
態
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
門
跡
の
権
威
を
可
視
的
に
多
く
の
人
々
ヘ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
御
坊
立
ち
寄
り
が
企
図
さ
れ
、
実
現
し
た
こ
と
で
一
定
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
た
だ
し
教
団
の
動
揺
が
露
呈
す
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
四
、
天
保
四
年
達
如
・
新
門
宝
如
の
関
東
参
向
ー
親
鷺
旧
跡
真
楽
寺
へ
の
参
　
詣
ー
　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
春
に
実
施
さ
れ
た
関
東
参
向
の
際
、
両
門
は
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
う
　
つ
親
鷺
旧
跡
で
あ
る
国
府
津
の
真
楽
寺
（
真
宗
東
派
、
相
模
国
足
柄
郡
国
府
津
1
1
現
・
神
奈
川
県
小
田
原
市
国
府
津
）
へ
参
詣
し
て
い
る
。
門
跡
の
行
列
が
道
中
の
地
域
社
会
や
立
ち
寄
っ
た
末
寺
へ
も
た
ら
し
た
影
響
を
顕
著
に
示
す
一
例
と
し
て
、
親
鷺
旧
跡
で
あ
る
真
楽
寺
へ
の
参
詣
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
1
　
真
楽
寺
の
由
緒
　
親
鷺
旧
跡
で
あ
る
真
楽
寺
の
由
緒
に
つ
い
て
記
し
た
初
見
は
、
本
願
寺
八
世
蓮
如
（
一
四
一
五
～
九
九
）
の
孫
で
あ
る
顕
誓
（
一
四
九
九
～
一
五
七
〇
）
が
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
執
筆
し
た
『
反
古
裏
書
』
で
あ
る
。
　
　
其
後
相
模
国
ア
シ
サ
ケ
ノ
郡
高
津
ノ
真
楽
寺
、
又
鎌
倉
ニ
モ
居
シ
給
ト
　
　
也
。
　
　
カ
ノ
真
楽
寺
御
逗
留
ノ
折
節
唐
船
来
朝
セ
リ
。
霊
石
ア
リ
。
高
サ
七
尺
　
　
横
三
尺
弐
寸
、
面
テ
ハ
鏡
ノ
如
シ
。
裏
ハ
左
ノ
カ
タ
ハ
ア
ツ
サ
一
尺
バ
　
　
カ
リ
右
ノ
カ
タ
ハ
五
寸
バ
カ
リ
也
。
聖
人
御
覧
セ
ラ
レ
「
是
ハ
天
竺
国
　
　
ヨ
リ
ノ
石
也
、
尊
号
ア
ソ
バ
サ
ル
ヘ
シ
」
ト
テ
、
無
碍
光
・
不
可
思
議
　
　
光
ノ
ニ
尊
号
ヲ
御
指
ニ
テ
ア
ソ
バ
サ
ル
。
左
ニ
ハ
「
右
志
者
」
敷
榊
蝋
穂
照
　
　
末
ニ
ハ
「
一
向
専
修
念
仏
者
等
」
ト
、
右
ニ
ハ
年
号
、
是
モ
文
字
儲
二
　
　
見
ス
、
「
戊
十
一
月
十
二
日
自
心
敬
白
」
ト
云
云
。
六
十
歳
ノ
御
時
コ
ノ
　
　
所
ヨ
リ
筥
根
山
ヲ
コ
サ
レ
御
上
洛
ア
リ
ト
ナ
ン
。
七
年
御
居
住
ア
リ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
申
伝
へ
侍
ル
、
シ
カ
レ
ハ
貞
永
元
年
ノ
比
ナ
ル
ヘ
シ
。
親
鷺
が
真
楽
寺
に
七
年
間
居
住
し
て
い
た
際
、
唐
船
に
て
高
さ
七
尺
で
横
幅
三
尺
二
寸
の
霊
石
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
た
親
鷺
が
「
天
竺
国
か
ら
の
石
で
あ
る
」
と
述
べ
、
十
字
名
号
（
蹄
命
尽
十
方
元
碍
光
如
来
）
と
八
字
名
号
（
南
莞
不
可
思
議
光
佛
）
の
二
尊
号
を
指
で
記
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
な
お
こ
の
後
、
蓮
如
も
関
東
行
化
に
際
し
て
逗
留
し
た
と
い
う
記
述
が
続
く
。
　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
後
期
に
は
親
鷺
旧
跡
と
し
て
の
伝
承
が
形
成
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
お
り
、
さ
ら
に
近
世
初
頭
に
成
立
し
た
古
浄
瑠
璃
の
『
親
鷺
聖
人
由
来
』
や
一109一
　
　
　
　
　
（
3
5
）
『
し
ん
ら
ん
き
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
世
後
期
に
至
り
、
由
緒
の
内
容
は
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
き
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
6
）
行
さ
れ
た
先
啓
著
の
『
大
谷
遺
跡
録
』
や
、
了
貞
撰
述
の
『
二
十
四
輩
順
拝
　
　
（
3
7
＞
図
会
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
親
鷺
が
永
勝
寺
（
神
奈
川
県
戸
塚
区
下
倉
田
町
）
で
人
々
を
化
益
し
た
際
に
設
け
た
草
庵
で
は
、
民
衆
教
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
づ
ゴ
ビ
も
し
た
た
め
、
そ
の
場
所
を
「
勧
堂
」
と
称
し
た
【
図
4
、
左
下
】
。
ま
た
　
ゴ
ゴ
め
ざ
ん
「
勧
山
信
楽
寺
」
は
、
親
鷺
が
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
か
ら
通
い
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
か
ら
六
十
二
歳
の
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
八
月
ま
で
滞
留
し
た
寺
院
と
し
て
伝
え
て
い
る
【
図
4
、
右
上
】
。
『
反
古
裏
書
』
に
記
述
さ
れ
て
い
た
霊
石
に
つ
い
て
は
「
名
号
石
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
七
尺
、
幅
三
尺
二
寸
の
名
号
石
は
、
も
と
も
と
異
国
か
ら
一
切
経
を
運
ん
だ
際
に
船
底
に
あ
っ
た
石
で
あ
っ
た
が
、
勝
手
に
震
え
動
い
て
響
き
声
を
出
す
怪
し
い
石
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
親
鷺
が
石
に
十
字
と
八
字
の
名
号
を
書
く
と
怪
異
は
途
絶
え
た
。
そ
の
後
、
覚
如
が
建
武
元
年
（
＝
三
二
四
）
十
一
月
十
二
日
、
左
脇
へ
「
右
志
者
為
鏡
空
行
光
門
弟
一
向
専
修
念
仏
者
等
」
、
右
脇
へ
「
建
武
元
戌
十
一
月
十
二
日
同
心
敬
白
」
と
書
き
添
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
石
の
傍
ら
に
帰
命
堂
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
【
図
5
】
　
勧
堂
や
名
号
石
【
図
6
】
を
安
置
し
た
帰
命
堂
は
、
現
在
も
親
鷺
旧
跡
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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【図4】国府津勧堂、同信楽寺（『二十四輩順拝図会』）
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【図5】帰命堂名号石之図（『二十四輩順拝図会』）
【
図
6
】
現
存
す
る
「
帰
命
石
」
（
真
楽
寺
境
内
の
帰
命
堂
に
安
置
）
一111一
2
　
帰
命
堂
再
建
に
際
す
る
取
持
（
懇
志
上
納
）
依
頼
　
こ
の
真
楽
寺
で
は
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
、
帰
命
堂
を
は
じ
め
と
す
る
諸
堂
が
大
破
し
て
し
ま
っ
た
。
当
寺
は
旦
家
が
少
な
い
た
め
、
自
力
で
の
修
復
は
困
難
で
あ
り
、
江
戸
浅
草
御
坊
所
の
講
中
方
へ
修
復
の
取
持
（
懇
志
上
納
）
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
帰
命
堂
の
建
立
と
修
復
の
歴
史
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
　
　
一
、
拙
寺
帰
命
堂
之
儀
者
寛
永
十
三
子
年
之
春
　
東
泰
院
様
関
東
御
下
　
　
　
向
之
瑚
建
立
可
仕
旨
被
為
　
仰
出
、
普
請
為
金
　
金
弐
拾
両
於
小
田
　
　
　
原
宿
寂
樹
院
を
以
拝
領
被
　
仰
付
、
其
上
江
戸
表
惣
門
徒
中
江
奉
加
　
　
　
助
力
被
為
　
仰
付
、
帰
命
堂
御
建
立
被
為
遊
候
、
其
上
京
都
集
会
所
　
　
　
有
之
候
釣
鐘
頂
戴
被
為
　
仰
付
鐘
楼
堂
御
差
図
被
為
遊
御
奥
女
郎
衆
　
　
　
迄
江
奉
加
助
力
可
仕
旨
　
被
為
　
仰
付
、
其
上
願
成
寺
を
以
為
御
使
　
　
　
僧
井
御
書
様
御
供
二
而
大
坂
表
御
門
徒
中
江
奉
加
助
力
被
為
　
仰
付
、
　
　
　
鐘
楼
堂
御
建
立
被
遊
候
、
然
ル
処
其
後
帰
命
堂
を
始
諸
堂
殊
之
外
及
　
　
　
破
損
二
、
　
常
如
上
人
様
御
代
拙
寺
少
旦
家
二
付
帰
命
堂
井
諸
堂
為
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
修
覆
金
金
四
拾
両
被
下
置
、
修
覆
仕
候
、
其
後
　
一
如
上
人
様
　
　
　
御
代
真
楽
寺
帰
命
堂
之
儀
者
格
別
之
事
故
、
難
捨
置
被
為
　
思
召
、
　
　
　
右
普
請
金
二
金
子
七
拾
五
両
頂
戴
被
為
　
仰
付
、
其
上
御
添
状
を
以
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
江
戸
表
惣
末
寺
御
門
徒
中
江
奉
加
助
力
被
為
　
仰
付
候
而
、
修
　
覆
　
　
　
仕
候
、
其
後
元
禄
十
六
未
年
霜
月
廿
二
日
関
東
大
地
震
有
之
、
帰
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
堂
を
始
、
諸
堂
悉
く
損
シ
、
拙
寺
自
力
二
而
者
難
及
修
覆
候
故
、
　
真
如
上
人
様
御
代
御
旧
例
を
以
帰
命
堂
井
諸
堂
再
建
之
儀
奉
願
上
候
処
、
如
先
規
之
江
戸
表
惣
末
寺
惣
門
徒
井
国
府
津
近
在
奉
加
義
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
添
状
を
以
被
為
　
仰
付
、
修
覆
仕
候
、
然
ル
処
又
々
享
保
十
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
寅
四
月
　
従
如
上
人
様
御
代
帰
命
堂
を
始
諸
堂
修
覆
之
義
奉
願
上
候
処
、
御
添
状
を
以
江
戸
表
惣
末
寺
惣
門
徒
中
井
国
府
津
近
在
奉
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
之
義
被
為
　
仰
付
、
修
覆
仕
候
、
其
後
　
乗
如
上
人
様
御
代
明
和
三
戌
年
未
タ
造
作
等
出
来
不
仕
候
二
付
、
拙
寺
伝
来
之
宝
物
披
露
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
カ
　
義
奉
願
上
候
処
、
江
州
壱
ヶ
国
二
ゐ
て
弘
通
御
添
状
を
以
被
為
　
仰
付
候
、
然
処
又
々
此
節
帰
命
堂
を
始
諸
堂
大
破
二
及
候
二
付
、
旦
家
内
寄
セ
種
々
相
談
仕
候
へ
共
、
何
分
二
茂
少
旦
家
事
故
、
夫
成
者
一
日
く
相
送
候
処
、
日
々
之
御
崇
敬
仕
候
二
付
茂
荒
果
候
有
様
実
々
奉
恐
入
候
、
依
之
旧
例
を
申
立
、
京
都
様
江
願
上
度
存
候
得
共
、
御
再
建
之
御
節
柄
且
又
奉
恐
入
候
、
乍
去
少
旦
之
事
候
故
、
連
茂
自
力
二
而
者
難
及
如
何
共
致
方
無
御
座
候
、
依
之
奉
願
候
者
　
何
卒
御
坊
所
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　
講
中
方
江
右
修
覆
御
取
持
之
義
を
御
役
所
・
6
御
声
懸
り
被
下
度
御
慈
悲
を
以
右
之
通
被
　
仰
付
被
下
置
候
ハ
者
拙
寺
者
勿
論
旦
家
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
条
偏
二
奉
願
上
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
文
政
十
三
寅
年
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
春
、
東
本
願
寺
＝
二
世
宣
如
が
関
東
下
向
し
た
際
に
普
請
を
命
じ
ら
れ
て
金
二
〇
両
を
拝
領
し
、
さ
ら
に
江
戸
表
惣
門
徒
中
が
奉
加
助
力
を
命
じ
ら
れ
て
建
立
し
た
と
伝
え
る
。
一
五
世
常
如
期
（
一
⊥
ハ
一112一
四
一
～
九
四
、
在
位
…
一
六
六
四
～
七
九
）
か
ら
一
八
世
従
如
期
（
一
七
二
〇
～
六
〇
、
在
位
…
一
七
四
四
～
六
〇
）
に
も
、
東
本
願
寺
か
ら
の
下
付
金
や
江
戸
表
の
末
寺
・
門
徒
の
奉
加
助
力
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
世
乗
如
期
（
一
七
四
四
～
九
二
、
在
位
…
一
七
六
〇
～
九
二
）
で
あ
る
明
和
三
年
（
一
七
⊥
ハ
六
）
、
未
だ
造
作
が
完
成
し
て
い
な
い
た
め
、
真
楽
寺
伝
来
の
宝
物
披
露
を
願
い
上
げ
た
と
こ
ろ
、
近
江
国
一
ヶ
国
で
の
弘
通
が
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
免
許
状
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
其
御
坊
帰
命
堂
之
儀
者
格
別
之
訳
二
付
従
　
御
先
代
関
東
御
参
向
之
節
　
　
者
毎
度
被
為
遊
御
参
詣
年
来
御
引
立
之
思
召
候
、
然
ル
処
近
来
御
堂
廻
　
　
リ
及
破
損
、
就
中
帰
命
堂
之
儀
者
先
年
難
再
建
有
之
候
、
元
来
少
門
徒
　
　
之
儀
故
、
今
以
周
備
無
之
候
二
付
、
今
度
依
其
方
願
右
為
助
成
江
州
二
　
　
お
ゐ
て
宝
物
弘
通
被
成
　
御
免
候
条
可
被
得
其
意
候
、
依
証
状
如
此
候
　
　
也
、戌
四
月
十
日
若
林
蔵
人
石
井
隼
人
飼
田
大
膳
粟
津
大
学
直
敬
（
印
）
政
忠
（
印
）
辰
好
（
印
）
元
及
（
印
）
相
州
国
府
津
御
坊
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
真
楽
寺
下
間
治
部
卿
法
眼
　
　
　
　
頼
静
（
印
）
乗
如
の
先
代
で
あ
る
従
如
の
頃
か
ら
関
東
参
向
に
際
し
て
門
跡
が
毎
回
参
詣
し
て
い
た
。
そ
の
由
緒
を
も
っ
て
帰
命
堂
再
建
助
成
の
た
め
の
宝
物
弘
通
が
願
い
出
さ
れ
て
、
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宝
物
弘
通
先
が
、
真
楽
寺
の
所
在
す
る
相
模
国
か
ら
は
遠
方
で
あ
る
近
江
国
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
真
宗
門
徒
も
多
く
、
近
江
商
人
を
数
多
く
輩
出
す
る
な
ど
経
済
的
に
豊
か
で
あ
り
、
高
額
の
懇
志
が
見
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
　
現
存
す
る
帰
命
堂
前
の
石
碑
に
は
、
「
帰
命
堂
国
府
津
真
楽
寺
」
「
寛
保
元
辛
酉
年
九
月
十
五
日
、
願
主
宗
寿
」
と
あ
り
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
も
修
復
あ
る
い
は
再
建
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
楽
寺
帰
命
堂
は
、
東
本
願
寺
と
江
戸
表
（
浅
草
御
坊
配
下
）
の
寺
院
・
門
徒
に
よ
っ
て
創
建
・
維
持
さ
れ
て
き
た
。
3
　
関
東
参
向
に
お
け
る
門
跡
の
立
ち
寄
り
と
帰
命
堂
再
建
　
以
上
の
よ
う
な
由
緒
と
修
復
・
再
建
の
歴
史
を
持
つ
真
楽
寺
帰
命
堂
へ
、
当
初
天
保
三
年
春
に
計
画
さ
れ
た
関
東
参
向
の
際
に
両
門
が
参
詣
す
る
こ
と
一113一
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
天
保
二
年
十
月
、
帰
命
堂
・
御
入
御
殿
が
大
破
し
て
い
る
の
で
再
建
し
た
い
が
、
自
力
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
懇
志
・
助
力
を
江
戸
同
行
一
同
へ
依
頼
し
た
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
　
一
、
相
州
国
府
津
真
楽
寺
与
申
者
御
開
山
聖
人
七
ヶ
年
之
間
御
逗
留
被
遊
　
　
御
化
導
被
成
下
候
御
旧
跡
御
座
候
、
唐
土
6
日
本
江
諸
経
相
渡
り
候
瑚
、
　
　
船
之
下
積
二
到
来
候
石
江
御
開
山
聖
人
御
指
与
御
爪
二
而
御
書
被
遊
候
名
　
　
号
石
、
此
寺
の
宝
物
与
相
成
、
是
を
従
　
御
本
山
帰
命
堂
与
奉
号
候
、
　
　
依
之
来
春
両
門
様
江
戸
御
参
向
之
瑚
者
此
帰
命
堂
江
被
成
御
参
詣
御
拝
　
　
礼
被
遊
候
、
為
御
宝
銭
与
青
差
五
貫
文
被
下
置
、
尚
又
両
門
様
6
金
弐
　
　
百
疋
ツ
＼
被
下
置
、
暫
時
御
休
息
被
遊
候
、
為
旧
例
与
粟
黍
稗
の
団
子
　
　
蕎
麦
地
酒
献
上
仕
、
尚
又
豆
腐
汁
二
而
御
膳
差
上
申
候
御
旧
跡
二
御
座
　
　
候
、
然
ル
所
帰
命
堂
御
入
御
殿
殊
之
外
大
破
二
相
成
御
輿
被
為
居
候
所
　
　
も
無
之
次
第
二
御
座
候
、
依
之
再
建
仕
度
存
候
得
共
、
自
力
二
難
及
候
　
　
二
付
、
住
僧
江
戸
表
江
罷
出
御
同
行
衆
奉
加
致
度
旨
御
坊
所
江
相
願
候
　
　
得
者
御
聞
済
被
下
御
輪
番
所
6
世
話
方
の
者
へ
奉
加
御
取
持
い
た
し
遣
　
　
シ
候
様
被
仰
聞
候
、
何
卒
御
志
之
御
方
様
多
少
共
御
懇
志
御
助
力
被
成
　
　
下
候
様
奉
頼
上
候
、
右
信
施
を
以
再
建
仕
御
参
詣
被
　
為
在
候
ハ
＼
、
　
　
直
々
両
門
様
江
御
馳
走
申
上
候
茂
同
様
与
被
存
、
何
卒
御
同
行
御
一
統
様
　
　
よ
り
御
助
力
被
成
下
候
様
、
偏
二
奉
頼
上
候
、
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
楽
寺
　
天
保
二
辛
卯
年
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
十
月
ま
ず
、
当
寺
は
親
鷺
が
七
年
間
逗
留
し
た
旧
跡
で
あ
り
、
ま
た
唐
土
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
石
に
親
鷺
が
指
と
爪
で
名
号
を
記
し
た
名
号
石
を
宝
物
と
し
て
い
る
、
と
い
う
由
緒
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
名
号
石
を
安
置
し
た
御
堂
を
「
帰
命
堂
」
と
号
す
る
よ
う
本
山
か
ら
許
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
が
あ
る
た
め
、
来
春
（
天
保
三
年
）
に
両
門
が
関
東
参
向
す
る
際
、
帰
命
堂
へ
参
詣
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
折
、
宝
銭
と
し
て
青
差
五
貫
文
と
両
門
か
ら
金
二
〇
〇
疋
ず
つ
が
下
し
置
か
れ
、
し
ば
ら
く
休
息
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
わ
・
き
び
・
ひ
え
の
団
子
、
そ
ば
、
地
酒
を
献
上
し
て
、
豆
腐
汁
の
御
膳
に
て
も
て
な
す
旧
例
で
あ
る
と
い
う
。
両
門
が
関
東
参
向
の
際
に
立
ち
寄
る
帰
命
堂
の
再
建
に
懇
志
を
上
納
す
る
こ
と
は
、
両
門
へ
じ
か
に
馳
走
す
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
、
と
し
て
懇
志
を
依
頼
し
て
い
る
。
　
関
東
参
向
の
際
に
両
門
が
参
詣
す
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
親
鷺
旧
跡
の
由
緒
が
改
め
て
確
か
め
ら
れ
、
旧
跡
再
建
が
企
図
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
当
該
期
に
お
け
る
懇
志
・
助
力
を
募
る
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
に
親
鷺
旧
跡
と
し
て
の
真
楽
寺
が
認
知
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
一
般
の
参
詣
者
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
関
東
参
向
に
際
し
て
参
拝
す
る
門
跡
へ
饗
応
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
4
）
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
成
立
の
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
も
記
さ
れ
る
。　
　
本
山
門
跡
江
府
参
向
の
時
は
、
必
参
拝
あ
り
、
〈
此
時
門
跡
を
饗
応
す
る
　
　
に
、
黍
稗
米
の
三
品
を
団
子
に
製
し
、
且
砂
蕎
麦
と
号
し
、
製
方
の
麓
一114　一
　
　
な
る
蕎
麦
切
を
進
め
、
又
土
地
に
て
醸
せ
る
野
酒
を
捧
ぐ
る
を
例
と
す
、
　
　
是
古
へ
宗
祖
の
難
苦
を
知
し
め
ん
が
為
め
な
り
と
い
へ
り
、
〉
前
掲
し
た
天
保
二
年
に
江
戸
同
行
中
へ
懇
志
・
助
力
を
依
頼
し
た
際
の
記
述
と
重
な
る
。
寺
院
で
伝
来
し
た
由
緒
が
地
誌
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
関
東
参
向
に
際
し
て
門
跡
が
参
拝
し
、
さ
ら
に
そ
の
折
に
饗
応
す
る
格
式
を
も
つ
寺
院
と
し
て
、
社
会
的
な
認
識
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
実
際
に
は
天
保
四
年
に
実
施
さ
れ
た
関
東
参
向
に
際
し
、
当
寺
へ
は
往
路
で
あ
る
天
保
四
年
二
月
二
十
八
日
に
入
堂
し
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
東
本
願
寺
門
跡
の
関
東
参
向
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
け
る
論
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
①
門
跡
達
如
に
と
っ
て
の
参
向
　
門
跡
達
如
に
と
っ
て
下
向
・
参
向
に
際
し
、
国
府
津
真
楽
寺
な
ど
の
親
鷺
旧
跡
を
巡
拝
し
て
そ
の
由
緒
を
実
感
す
る
こ
と
は
、
親
鷺
を
宗
祖
と
す
る
真
宗
の
流
れ
を
く
む
東
本
願
寺
の
門
跡
た
る
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
結
び
つ
い
た
で
あ
ろ
う
。
②
藩
権
力
の
対
応
　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
実
施
さ
れ
た
門
跡
達
如
・
新
門
宝
如
の
関
東
参
向
の
折
、
一
行
が
帰
路
に
名
古
屋
近
辺
を
通
行
す
る
に
際
し
、
尾
張
藩
は
門
跡
一
行
を
遠
方
ま
で
泊
ま
り
掛
け
な
ど
で
出
迎
え
る
こ
と
や
、
道
中
筋
で
幕
な
ど
を
打
ち
立
て
る
な
ど
目
立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
門
末
を
二
分
し
た
疑
念
騒
動
で
動
揺
す
る
名
古
屋
御
坊
へ
門
跡
が
立
ち
寄
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
つ
つ
も
止
め
ら
れ
ず
、
度
々
触
を
出
し
て
規
制
し
た
も
の
の
、
「
疑
念
同
行
」
と
「
世
話
方
同
行
」
が
御
嶽
宿
で
衝
突
し
て
し
ま
っ
た
。
東
本
願
寺
教
団
内
で
解
決
し
得
な
い
騒
動
に
お
い
て
裁
定
を
求
め
ら
れ
た
が
、
対
応
に
苦
慮
す
る
尾
張
藩
の
姿
が
み
ら
れ
た
。
③
道
中
の
寺
院
へ
の
影
響
　
天
保
四
年
の
関
東
参
向
に
際
し
て
、
門
跡
一
行
が
名
古
屋
近
辺
を
通
行
す
る
際
、
老
若
男
女
の
門
徒
は
街
道
や
、
名
古
屋
御
坊
へ
群
参
し
た
。
そ
の
際
、
提
灯
や
講
・
同
行
中
ご
と
の
幟
を
立
て
連
ね
た
。
生
き
仏
と
し
て
門
跡
を
あ
が
め
る
門
徒
に
と
っ
て
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
幹
で
あ
る
講
・
同
行
中
と
し
て
の
存
在
を
門
跡
に
示
す
こ
と
が
信
仰
心
の
発
露
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
疑
念
騒
動
の
最
中
に
あ
る
名
古
屋
御
坊
へ
門
跡
が
立
ち
寄
る
こ
と
で
、
騒
動
が
鎮
静
化
し
た
一
方
で
、
門
跡
や
本
山
の
権
威
の
動
揺
が
露
呈
す
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
　
親
鷺
旧
跡
で
あ
る
国
府
津
の
真
楽
寺
で
は
、
関
東
参
向
の
折
に
門
跡
一
行
が
参
詣
す
る
事
を
機
に
、
旧
跡
の
再
建
が
企
図
さ
れ
た
。
懇
志
・
助
力
を
募
る
活
動
は
、
当
寺
の
由
緒
が
改
め
て
確
か
め
ら
れ
て
よ
り
広
く
流
布
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
地
域
と
本
山
と
を
取
り
結
ぶ
由
緒
が
門
跡
の
参
向
に
よ
っ
て
再
生
産
さ
れ
、
さ
ら
に
旧
跡
復
興
に
よ
り
参
詣
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
一115一
地
域
の
変
容
・
形
成
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
④
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
が
り
　
天
保
九
年
の
西
本
願
寺
門
主
広
如
の
関
東
参
向
は
、
刷
物
と
し
て
頒
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
保
四
年
の
門
跡
達
如
・
新
門
宝
如
の
関
東
参
向
は
、
『
名
陽
見
聞
図
会
』
に
て
名
古
屋
近
辺
を
通
行
す
る
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
、
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
お
い
て
真
楽
寺
に
伝
来
し
た
由
緒
と
旧
例
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
刷
物
や
地
誌
に
て
、
挿
絵
も
伴
っ
て
門
跡
の
関
東
参
向
の
実
態
が
流
布
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
門
跡
一
行
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
を
超
え
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
へ
門
跡
の
権
威
性
を
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
宗
教
的
権
威
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
か
ら
こ
そ
、
下
向
・
参
向
を
増
加
さ
せ
可
視
的
に
門
跡
の
存
在
を
社
会
に
示
し
て
い
こ
う
と
す
る
教
団
の
方
針
が
明
確
化
し
た
の
が
達
如
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
1
）
澤
博
勝
「
近
世
宗
教
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
『
近
世
の
宗
教
組
織
　
　
と
地
域
社
会
－
教
団
信
仰
と
民
間
信
仰
1
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
　
　
九
年
）
な
ど
参
照
。
（
2
）
「
近
世
の
政
治
支
配
と
社
会
変
容
－
民
政
の
担
い
手
の
視
座
か
ら
ー
」
　
　
（
『
歴
史
学
研
究
』
八
七
二
、
青
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
ほ
か
。
（
3
）
高
埜
利
彦
「
近
世
の
僧
位
僧
官
」
（
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）
、
杣
田
善
雄
　
　
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
、
高
埜
　
　
利
彦
「
近
世
門
跡
の
格
式
」
（
『
国
家
権
力
と
宗
教
』
近
世
の
宗
教
と
社
　
会
二
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
、
杣
田
善
雄
「
門
跡
の
身
分
－
　
宗
門
の
頂
上
ー
」
（
『
権
威
と
上
昇
願
望
』
〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
三
、
　
　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
。
（
4
）
達
如
の
長
男
。
新
門
主
で
あ
る
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
二
十
　
　
九
歳
で
没
し
た
た
め
、
門
跡
を
継
承
し
て
は
い
な
い
。
（
『
大
谷
嫡
流
実
　
　
記
』
平
松
令
三
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
七
、
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
、
　
　
参
照
）
。
（
5
）
神
田
信
久
著
。
本
書
冒
頭
に
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
正
月
下
旬
　
　
の
序
文
と
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
増
補
加
筆
し
た
と
の
追
記
が
あ
　
　
る
。
底
本
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
著
者
の
甥
で
あ
る
神
田
久
　
　
伯
が
清
書
し
、
著
者
信
久
が
朱
筆
で
註
を
加
え
た
著
者
手
沢
本
で
あ
る
。
　
　
（
北
西
弘
「
神
田
寿
海
編
　
大
谷
嫡
流
実
記
に
つ
い
て
」
大
谷
大
学
編
　
　
『
大
谷
嫡
流
実
記
』
、
真
宗
大
谷
派
出
版
部
、
一
九
七
二
年
）
、
「
解
題
」
　
　
（
前
掲
註
（
4
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
七
）
。
（
6
）
　
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
蔵
。
縦
三
四
・
八
㎝
×
横
九
八
・
一
　
　
㎜
、
継
紙
。
『
本
願
寺
史
』
二
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
、
一
九
　
　
六
八
年
、
六
五
三
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
歴
史
の
広
場
』
　
　
一
⊥
ハ
（
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
、
二
〇
＝
二
年
）
に
て
、
詞
書
の
全
文
　
　
翻
刻
と
行
程
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
7
）
本
書
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
二
月
宗
主
が
生
前
皇
事
に
つ
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く
し
た
功
に
よ
っ
て
贈
位
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
『
教
海
一
瀾
』
社
　
　
が
編
集
刊
行
し
た
も
の
。
（
8
）
『
新
編
真
宗
全
書
』
史
伝
編
六
（
思
文
閣
、
一
九
七
六
年
、
五
〇
一
頁
）
。
（
9
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
通
史
編
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
、
一
九
九
〇
　
　
年
、
一
七
三
～
一
七
五
頁
）
。
（
1
0
）
前
掲
註
（
9
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
通
史
編
（
一
七
九
～
一
八
〇
頁
）
。
（
1
1
）
『
大
谷
嫡
流
実
記
』
前
掲
註
（
4
）
（
『
真
宗
史
料
集
成
』
七
）
。
（
1
2
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
史
料
編
・
別
冊
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
、
一
　
　
九
九
〇
年
、
一
一
〇
頁
）
。
（
1
3
）
前
掲
註
（
1
2
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
史
料
編
・
別
冊
（
一
九
八
頁
）
。
（
1
4
）
『
上
檀
間
日
記
』
文
政
十
年
五
月
九
・
十
日
条
。
　
（
『
東
本
願
寺
史
料
』
　
　
自
文
化
十
四
至
天
保
五
年
（
達
如
上
人
時
代
）
、
宗
学
院
、
一
九
三
九
　
　
年
）
。
（
1
5
）
『
上
檀
間
日
記
』
天
保
二
年
四
月
十
日
条
。
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
願
　
　
寺
史
料
』
）
。
（
1
6
）
『
諸
事
之
日
記
』
天
保
三
年
一
月
二
十
九
日
条
。
『
諸
国
書
状
留
』
天
　
　
保
三
年
一
月
晦
日
条
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
願
寺
史
料
』
）
。
（
1
7
）
『
御
納
戸
書
翰
留
』
天
保
四
年
一
月
十
四
日
条
。
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
　
　
本
願
寺
史
料
』
）
。
（
1
8
）
『
御
堂
日
記
』
天
保
四
年
二
月
七
日
条
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
願
寺
　
　
史
料
』
）
。
（
1
9
）
「
近
江
国
水
口
藩
大
庄
屋
山
村
氏
書
留
」
（
甲
賀
市
水
口
図
書
館
蔵
）
。
（
2
0
）
歌
月
庵
喜
笑
（
小
田
切
春
江
）
著
・
服
部
良
男
編
『
名
陽
見
聞
図
会
』
　
　
（
美
術
文
化
史
研
究
会
、
一
九
八
七
年
）
、
前
掲
註
（
9
）
『
名
古
屋
別
　
　
院
史
』
通
史
編
（
二
五
一
～
二
五
六
頁
）
。
（
2
1
）
前
掲
註
（
2
0
）
『
名
陽
見
聞
図
会
』
（
一
五
二
～
一
五
六
頁
）
。
（
2
2
）
前
掲
註
（
2
0
）
『
名
陽
見
聞
図
会
』
（
一
七
九
～
一
八
五
頁
）
。
（
2
3
）
『
上
檀
間
日
記
』
天
保
四
年
三
月
二
十
八
日
条
。
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
　
　
本
願
寺
史
料
』
）
。
（
2
4
）
『
上
檀
間
日
記
』
天
保
四
年
四
月
二
日
条
。
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
願
　
　
寺
史
料
』
）
。
（
2
5
）
前
掲
註
（
9
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
通
史
編
（
二
六
八
～
二
七
三
頁
）
、
　
　
「
本
願
寺
騒
動
」
（
金
鱗
九
十
九
之
塵
巻
第
七
拾
壱
）
『
名
古
屋
別
院
史
』
　
　
史
料
編
（
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
、
一
九
九
〇
年
）
。
（
2
6
）
前
掲
註
（
2
5
）
。
（
2
7
）
前
掲
註
（
2
5
）
。
（
2
8
）
寺
社
触
添
書
が
四
月
二
日
付
。
芹
沢
藤
蔵
。
（
『
新
編
一
宮
市
史
』
資
　
　
料
編
七
、
一
九
六
七
年
）
。
（
2
9
）
寺
社
触
添
書
が
四
月
七
日
付
。
小
清
右
衛
門
。
（
前
掲
註
（
2
8
）
『
新
　
　
編
一
宮
市
史
』
資
料
編
七
）
。
（
3
0
）
『
上
檀
間
日
記
』
天
保
四
年
四
月
十
五
日
条
。
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
　
　
願
寺
史
料
』
）
。
（
3
1
）
前
掲
註
（
2
5
）
「
本
願
寺
騒
動
」
（
金
鱗
九
十
九
之
塵
　
巻
第
七
拾
壱
）
　
　
『
名
古
屋
別
院
史
』
史
料
編
。
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（
3
2
）
『
御
堂
日
記
』
天
保
四
年
四
月
二
十
二
・
二
十
三
日
条
、
『
上
檀
間
日
　
　
記
』
天
保
四
年
四
月
二
十
三
日
条
（
前
掲
註
（
1
4
）
『
東
本
願
寺
史
料
』
）
。
（
3
3
）
堅
田
修
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
二
（
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
、
七
四
　
　
二
頁
）
。
（
3
4
）
『
親
鷺
聖
人
由
来
』
日
野
環
氏
所
蔵
本
、
写
本
。
書
写
さ
れ
た
文
禄
元
　
　
年
（
一
五
九
二
）
を
大
き
く
は
遡
ら
な
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
　
　
れ
て
い
る
。
（
『
大
系
真
宗
史
料
』
伝
記
編
1
親
鷺
伝
、
法
蔵
館
、
二
〇
　
　
＝
年
、
九
五
頁
、
四
七
五
～
四
七
六
頁
）
。
（
3
5
）
『
寛
永
古
活
字
版
し
ん
ら
ん
き
』
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
、
寛
永
中
期
木
　
　
活
字
本
。
（
『
大
系
真
宗
史
料
』
伝
記
編
4
真
宗
浄
瑠
璃
、
法
蔵
館
、
二
　
　
〇
〇
九
年
、
十
九
頁
、
三
四
一
頁
）
。
（
3
6
）
細
川
行
信
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
八
（
同
朋
舎
、
一
九
七
四
年
、
七
　
　
三
〇
～
七
三
一
頁
）
。
（
3
7
）
林
英
夫
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
『
一
八
・
諸
国
の
巻
皿
（
角
川
書
　
　
店
、
一
九
八
〇
年
、
五
三
五
～
五
三
六
頁
）
。
（
3
8
）
「
両
御
門
跡
様
関
東
御
参
向
当
寺
江
御
入
之
拍
」
天
保
四
年
（
一
八
三
　
　
三
）
二
月
二
十
八
日
（
真
楽
寺
文
書
①
）
、
「
県
史
写
真
製
本
」
真
楽
寺
　
　
所
蔵
資
料
1
（
神
奈
川
県
立
広
文
書
館
蔵
）
。
（
3
9
）
「
帰
命
堂
再
建
に
つ
き
宝
物
弘
通
免
許
状
」
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
　
　
四
月
十
日
（
真
楽
寺
文
書
⑦
）
、
「
県
史
写
真
製
本
」
真
楽
寺
所
蔵
史
料
　
　
1
2
（
神
奈
川
県
立
広
文
書
館
蔵
）
。
（
4
0
）
「
祖
師
聖
人
七
年
御
居
住
之
地
御
参
向
二
附
帰
命
堂
御
入
御
殿
再
建
」
　
　
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
（
真
楽
寺
文
書
②
）
、
「
県
史
写
真
製
本
」
　
　
真
楽
寺
所
蔵
資
料
1
（
神
奈
川
県
立
広
文
書
館
蔵
）
。
（
4
1
）
間
宮
士
信
ほ
か
編
、
足
柄
下
郡
は
天
保
七
年
（
一
八
三
⊥
ハ
）
成
立
。
　
　
（
盧
田
伊
人
編
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
二
、
大
日
本
地
誌
大
系
一
　
　
五
、
雄
山
閣
、
一
八
五
八
年
、
二
四
八
頁
）
。
《
付
記
》
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
、
甲
賀
市
水
口
図
書
館
、
真
楽
寺
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
に
は
、
史
料
閲
覧
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
員
）
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